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５
月
18
日
、
南
区
人
権
文
化
推

進
会
議
に
よ
る
憲
法
月
間
「
街
頭

啓
発
」
が
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
Ｋ
Ｙ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
５
月
の
憲
法
月
間
に
合

わ
せ
て
、
命
と
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
実
施
。
当
日
は
委
員
と
行
政
関

係
者
合
わ
せ
て
26
名
が
参
加
し
、

歩
行
者
の
皆
さ
ん
に
「
一
人
ひ
と

り
の
命
の
大
切
さ
」
を
積
極
的
に

み
な
み
の

広
場

み
な
み
の

広
場

「
だ
い
す
き
っ
！
京
都
。寄
付
金
」（
地
域
振
興
・
南
区
）に
、ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い

当
選
者
に
は
後
日
記
念
品
を
送
付

(

解
答
は
次
号
掲
載)

。

問
＝
地
域
力
推
進
室

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

※
市
バ
ス
（
16
号
、
202
号
系
統
な

ど
）「
洛
陽
工
業
高
校
前
」
か
ら

北
へ
徒
歩
６
分

　

御
前
通
と
東
寺
西
門
通
の
交

わ
る
位
置
に
鎮
座
す
る
銅
板
葺

の
本
殿
。
こ
こ
道
祖
神
社
は
天
正

元
（
１
５
７
３
）
年
の
創
祀
と
伝

わ
り
、
当
時
は
村
人
や
旅
立
人
の

守
り
神
を
祀
る
神
社
と
し
て
唐

橋
村
が
管
理
し
、
現
在
は
松
尾
大

社
の
末
社
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

松
尾
大
社
の
祭
礼
で
あ
る
松

尾
祭
の
神
幸
祭（
４
月
）・
還
幸
祭

（
５
月
）
に
は
、
道
祖
神
社
で
唐

橋
の
神
輿
「
大
宮
社
」
の
担
い
手

が
祭
礼
の
無
事
を
お
祈
り
し
て

出
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
に
は
松
尾
大
社
の

宮
司
の
奉
仕
で
、
お
火ひ

焚た
き

祭
ま
つ
り

が

行
わ
れ
、
赤あ

か

飯い

座ざ
（
唐
橋
の
氏
子
）

の
当
家
が
神
前
に
お
供
え
を
し
、

大
宮
会
が
奉
仕
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

に
合
わ
せ
て
七
五
三
詣
り
と
、
交

通
安
全
の
祈
願
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
道
祖
神
社
の
鳥
居
の
裏

側
に
は
、
あ
る
文
字
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
次
の
１
～
３
の

ど
れ
で
し
ょ
う
か
。

１　

赤
飯
座

２　

唐
橋
村

３　

平
垣
町

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３

名
に
ト
ラ
フ
ィ
カ
京
カ
ー
ド（
１
千

円
券
）
を
進
呈
。
解
答･

氏
名･

住

所･

年
齢
・
紙
面
へ
の
感
想
を
記

入
の
上
、
は
が
き
又
は
FAX
で
地
域

力
推
進
室
へ
（
６
月
30
日(

月)

必

着
。
〒
601
・
８
５
１
１(

住
所
記

載
不
要)

、
FAX‌

671
・
９
６
５
３
）。

行
政
相
談
委
員
が
無
料
で
行
政
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

６
月
25
日（
水
）　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　

京
都
ア
バ
ン
テ
ィ
１
階　

特
設
会
場

問
＝
地
域
力
推
進
室
（
☎
681
・
３
４
１
７
）

無
料
行
政
相
談

　

市
で
は
数
多
く
あ
る
貴
重
な
文

化
財
を
火
災
や
震
災
な
ど
か
ら
守

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
文
化
財
に

対
す
る
防
火
・
防
災
意
識
を
高
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
夏
の
文
化
財

防
火
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

南
区
で
も
文
化
財
関
係
者
と
地

域
の
皆
さ
ん
、
消
防
機
関
な
ど
が

協
力
し
、
防
火
・
消
火
・
文
化
財

の
搬
出
等
に
取
り
組
む
「
文
化
財

レ
ス
キ
ュ
ー
体
制
」
の
充
実
を
目

指
し
て
、
区
内
各
地
で
街
頭
啓
発

や
自
衛
消
防
隊
に
よ
る
訓
練
を
行

い
ま
す
。

　

貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に
引
き

継
い
で
い
く
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら

近
隣
の
社
寺
と
の
情
報
交
換
や
住

民
同
士
の
声
掛
け
を
す
る
な
ど
、

地
域
ぐ
る
み
で
文
化
財
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

問
＝
南
消
防
署（

☎
681
・
０
７
１
１
）

み
ん
な
で
文
化
財
を
火
災
か
ら
ま
も
ろ
う

夏
の
文
化
財
防
火
運
動　
７
月
12
日
～
18
日

地
域
の
身
近
な
指
導
者
と
し
て
活

動
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
＝
地
域
力
推
進
室

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

　

４
月
23
日
、「
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
指
導
員
委
嘱
状
伝
達
式
」
を
区

役
所
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
南
区
選
出
の
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
指
導
員
に
対
し
、
市
長
か

ら
の
委
嘱
状
を
南
区
長
が
伝
達
す

る
も
の
で
す
。

　

今
回
任
命
さ
れ
た
推
進
指
導
員

は
32
名
で
任
期
は
２
年
間
。
伝
達

式
で
は
一
人
ひ
と
り
の
推
進
指
導

員
に
委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
た
後
、

代
表
の
中
路
雅
之
・
南
区
ス
ポ
ー

ツ
推
進
指
導
員
会
幹
事
長
が
「
多

く
の
市
民
が
生
涯
を
通
じ
て
ス
ポ

ー
ツ
に
親
し
め
る
よ
う
、
全
力
を

尽
く
し
ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓
し

ま
し
た
。

　

推
進
指
導
員
は
今
後
、
市
民
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
の
た
め
に
、

【
寄
付
を
し
て
い
た
だ
く
と
…
】

◇
税
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
！

　
（
確
定
申
告
が
必
要
）

　

寄
付
金
額
の
う
ち
２
千
円
を
超

え
る
部
分
に
つ
い
て
、
所
得
税
と

個
人
市
民
税
か
ら
一
定
の
限
度
額

ま
で
差
し
引
か
れ
ま
す
。

◇
寄
付
特
典
が
あ
り
ま
す
！

　

１
万
円
以
上
寄
付
し
て
い
た

だ
い
た
方
に
は
お
礼
の
品
を
進

呈
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
南
区
役
所
ホ
ー
ム

南
区
制
60
周
年
に
向
け
て
、皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
！

親子で楽しむ東寺の魅力
「親と子の写生会と東寺拝観」

参加者募集！

　

平
成
27
年
度
に
南
区
は
区
制

60
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

南
区
で
は
こ
の
区
制
60
周
年
を

契
機
と
し
た
更
な
る
発
展
に
向
け

て
、
各
種
事
業
の
充
実
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

区
民
の
皆
様
に
も
「
だ
い
す

き
っ
！
京
都
。
寄
付
金
」（
ふ
る

さ
と
納
税
寄
付
金
）
を
通
じ
た
支

援
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

※
「
地
域
振
興
・
南
区
」
を
指
定

し
て
寄
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　南区が誇る世界文化遺産の東寺で、今年も恒例の‌

「親と子の写生会と東寺拝観」を開催します。

　子どもたちには写生を通して、保護者の方には文化

財の拝観を通して、東寺の魅力を身近に感じていただ

けます。ご家族でぜひご参加ください。

　なお、作品は後日、区役所１階ロビーに展示すると

ともに、優秀作品は11月に東寺境内で開催する「南区

民ふれあいまつり」で表彰される予定です。

日時　７月26日（土）　午前９時30分～午後０時30分
　※雨天時は27日（日）に順延

定員　区内の小学生と保護者150組程度（先着順）
申込　７月18日（金）までに電話又は直接窓口で

込・問＝地域力推進室（☎681-3417）

　

市
で
は
家
庭
ご
み
の
減
量
・
リ

サ
イ
ク
ル
向
上
の
た
め
、
様
々
な

取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
南

エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
古
紙

類
・
古
着
類
を
回
収
し
て
い
ま
す
。

　

貴
重
な
資
源
物
の
分
別
・
リ
サ

イ
ク
ル
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

日
時　

第
２
・
４
火
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）
午
前
９
時
～
午
後
１
時

場
所　

南
エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　

（
区
役
所
１
階
）

回
収
品
目

○
古
紙
類（
新
聞
・
チ
ラ
シ
、雑
誌
・

書
籍
、
段
ボ
ー
ル
、
雑
が
み
）

※
紙
パ
ッ
ク
は
区
役
所
の
表
玄
関

内
に
あ
る
専
用
箱
で
常
時
回
収

※
古
紙
類
は
種
類
別
に
、
ひ
も
で

く
く
る
か
紙
袋
に
入
れ
て
お
出

し
く
だ
さ
い
。

○
古
着
類（
洋
服
、
和
服
、
肌
着
・

く
つ
下
、
革
製
品
、
布
、
毛
布
、

布
団
カ
バ
ー
な
ど
）

問
＝
南
エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
☎
366
・
０
１
８
８
）

南
区
役
所
で
古
紙
類
・

古
着
類
を
回
収
し
て
い
ま
す
！

毎
月
第
２・４
火
曜
日
に
実
施

　

南
部
土
木
事
務
所
で
は
道
路
や

河
川
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
局
地

的
な
集
中
豪
雨
等
に
よ
る
災
害
時

に
も
出
動
し
、
道
路
の
通
行
確
保

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

道
路
の
陥
没
、
市
街
灯
の
球
切

れ
な
ど
、
道
路
や
河
川
の
こ
と
で

お
困
り
の
際
は
、
南
部
土
木
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
＝
南
部
土
木
事
務
所

（
☎
691
・
３
１
５
８
）

※
休
日
・
時
間
外
は
「
夜
間
・
休

こ
ん
な
時
は
南
部
土
木
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
を

日
緊
急
受
付
セ
ン
タ
ー
」
に
電

話
が
つ
な
が
り
ま
す
。

　

高
温
多
湿
に
な
る
こ
れ
か
ら

の
季
節
は
、
食
中
毒
が
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
食
中
毒
を
予
防

す
る
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

買
い
物

○�

消
費
期
限
等
を
確
認
し
、
生
鮮

食
品
は
新
鮮
な
物
を
購
入
す

る
。

○�

冷
蔵
・
冷
凍
が
必
要
な
食
品
は

最
後
に
購
入
し
、
す
ぐ
に
持
ち

帰
る
。

食
品
の
保
存

○�

冷
蔵
・
冷
凍
が
必
要
な
食
品
は

す
ぐ
に
冷
蔵
庫
等
で
保
存
し
、

詰
め
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
。

調
理
時

○�

調
理
の
前
後
は
、
石
け
ん
を

使
っ
て
丁
寧
に
手
を
洗
う
。

○�

生
の
肉
や
魚
を
切
っ
た
後
の

包
丁
・
ま
な
板
は
熱
湯
で
消
毒

す
る
。

○�

加
熱
調
理
は
「
75
度
以
上
で
１

分
以
上
」
を
目
安
に
、
中
心
部

ま
で
む
ら
な
く
火
を
通
す
。

残
っ
た
料
理
・
材
料

○�

調
理
後
の
料
理
や
材
料
は
常

温
で
長
時
間
放
置
し
な
い
。

○�

温
め
直
す
と
き
は
十
分
に
加

熱
す
る
。

○�

時
間
が
た
っ
た
も
の
は
思
い

切
っ
て
捨
て
る
。

問
＝
衛
生
課（
☎
681
・
３
５
７
８
）

す
こ
や
か
だ
よ
り

家
庭
で
の

食
中
毒
に
ご
用
心
！

街頭啓発の様子

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

南
区
人
権
文
化
推
進
会
議
で

は
、
今
年
も
人
権
映
画
鑑
賞
会

（
８
月
）
や
人
権
講
演
会
（
12
月
）

な
ど
の
取
組
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
指
導
員
の

新
任
期
ス
タ
ー
ト

一
人
ひ
と
り
が
命
を

大
切
に
　
憲
法
月
間

「
街
頭
啓
発
」を
実
施

身近な場所で有害・危険ごみや資源物を回収！
「有害・危険ごみ等の移動式拠点回収事業」を実施
　市では「出し方に困る」とお問い合わせの多い有害・危険ごみや、資源物

をできるだけ身近な場所で回収する「有害・危険ごみ等の移動式拠点回収事

業」を実施しています。どうぞご利用ください。

※８月以降の日程は８月15日号でお知らせする予定です。

日　程
※時間はいずれも午前10時～12時 場　所

６月28日（土） 竹尻公園（吉祥院菅原町）

７月９日（水） 明田公園（東九条南烏丸町）

７月12日（土） 石原公園（吉祥院石原町）

回�収品目　塗料・溶剤、薬品類、ライターなどの有害・危険ごみ、使用済
てんぷら油、小型家電、乾電池などの資源物（詳しくは南部まち美化事務所、

南エコまちステーションで配布中のチラシをご覧ください）

問＝南部まち美化事務所（☎681-0456）
　　南エコまちステーション（☎366-0188）

８月３日（日）
19：00キックオフ V.S 水戸

ホーリーホック

会場　西京極陸上競技場兼球技場
対象　区内在住の方
申�込　往復はがきで、往信用裏面に住所、代表
者氏名（ふりがな）、電話番号を、返信用表面
に郵便番号、送付先住所、氏名を記入の上、

〒610-0102城陽市久世上大谷89 -１「京都‌

サンガF.C.南区民デー招待係」まで

　※７月18日（金）必着（多数抽選）

問・込＝京都サンガF.C.ホームタウン推進課
（☎0774-55-7603）

西京極で京都サンガF.C.を
応援しよう！
南区民デー100組200名様をご招待！

道ど
う

祖そ

神じ
ん

社じ
ゃ（
唐
橋
平
垣
町
）

その㉛

「
知
る
」「
見
る
」み
な
み

前
回
（
４
／
15
号
）
の
答
え
＝

九
条
旧
千
本
の
交
差
点
に
あ
る

信
号
機
の
数
は
「
③　

13
基
」

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
地
域
力
推
進
室

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

当日は南区の
PRスペースも設置
します。
ぜひ、お立ち寄り
ください！

皆様のご支援を
心よりお待ち
しています！

昨年の様子

　南区では、株式会社ＧＳユアサ（南区吉祥院）

の協力を得て、「太陽光発電と蓄電池の役割」
をテーマに小学４～６年生とその保護者の方

を対象とした勉強会を開催します。

　これは、区内の企業と区民との交流促進を

図る取組で、「南区基本計画」（第２期）の‌

重点プロジェクト事業の一つです。

　当日は、私たちの日常生活に重要な電力を

供給する太陽光発電と蓄電池に関する講座

や、車やバイク等に使用される様々な電池‌

製品を紹介するショールームの見学、電気自動車への乗車などを通じて、‌

世界に誇るＧＳユアサの先進的な技術をわかりやすく学びます。

多くの皆さんのご応募をお待ちしています。
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日時　８月８日（金）　午後１時30分～３時30分
場�所　株式会社ＧＳユアサ本社（吉祥院西ノ庄猪之
馬場町）

　�市バス（13号、202号系統など）「西大路八条」

から徒歩７分又はJR「西大路駅」から徒歩７分

内�容　「太陽光発電と蓄電池の役割」をテーマに
した講座やショールームの見学、電気自動車へ

の乗車など

対�象　区内在住又は通勤・通学の小学４～６年生
とその保護者（小学生のみや小学３年生以下の子ども連れでの参加不可）

定員　30名（多数抽選、当選者には後日案内状を送付）
費用　無料（現地までの交通費は各自負担）
申�込　６月17日（火）から30日（月）までに、電話又はFAXか南区役所ホーム
ページで。申込の際は、参加者全員の氏名・住所・年齢・電話番号を
ご連絡ください。

　※お申込みいただいた内容は株式会社ＧＳユアサに報告させていただきます。

　　あらかじめご了承ください。

問・込＝地域力推進室（☎681-3417、FAX 671-9653、
ホームページアドレスhttp://www.city.kyoto.lg.jp/minami/page/0000166784.html）

8/8（金）

開 催第７回 「南区企業の“知”活用促進事業」
南区で頑張る企業を紹介しています！

「太陽光発電と蓄電池の役割」をテーマにした勉強会

ぼうさい
コーナー

昨年の「夏の文化財防火運動」の様子（東寺）

委嘱状伝達式の様子
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みやびくん（だいすきっ！京都。
寄付金PRキャラクター）

7/26（土）

開 催

（株）GSユアサ本社

日本を代表する電池製品の

製造企業です！

ショールーム

夏休みの
自由研究にも
オススメ !


